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多様性に富む機能性有機材料の高度集積化技術により 様々なエレク ト ロニクスが創出されている。
本講義では、 Io T社会で期待されるフレキシブル・ スト レッ チャブルエレク ト ロニクス技術に焦点を当
て、 ここで必要と される分子材料技術、 プロセス、 電子デバイス技術からシステム設計、 情報処理工学

に至る広範な融合技術「 エンド コグニティ ブデザイン技術」 について紹介する。
さ らにこの技術を応用して開発したパッ チ脳波センサ、 構造物ヘルスケアセンサの事例を示し 、 次世代

社会基盤Io Tプラッ ト フォームについて紹介する予定である。
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